
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　局部洗浄を行うノズル装置等の機能部を収納した衛生洗浄装置において、
　前記ノズル装置は、適温の洗浄水を流通させる流通路を内部に２系統備えた洗浄ノズル

往復移動可能と 、前記洗浄ノズルと 洗浄水を洗浄ノズルの任意の流通路に切換え
て給送する流通路切換手段とを、同一の駆動源で駆動するように構成し

たことを
特徴とする衛生洗浄装置のノズル装置。
【請求項２】
　前記洗浄ノズルは、所定の角度傾斜させたガイドベース上に滑動自在に係載するように
構成したことを特徴とする請求項１記載の衛生洗浄装置のノズル装置。
【請求項３】
　前記

構成したことを特徴とする請求項 記載の衛生洗浄装置のノズル装置
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を なし 、
、しかも、前記流

通路切換手段は、ガイドベースに取付けた駆動源に駆動プーリーを介して駆動可能に結合
し、前記ガイドベース上を滑動する洗浄ノズルは、ガイドベースの前，後部に取付けた一
対の従動プーリーと前記駆動プーリーとの間で巻掛けたタイミングベルトに駆動可能に結
合し、この洗浄ノズルを前記流通路切換手段と同期させて駆動するように構成し

流通路切換手段は、ガイドベースに固定されたハウジング内において駆動源と駆動
可能に結合された一対の回転ドラムと、この回転ドラムと対応して前記ハウジングに設け
た一対の第１，第２の流出口と、ハウジングの開口部を閉鎖する閉蓋に、前記一対の回転
ドラム間の狭隘な通路と対応して前記第１，第２の流出口と反対する位置で設けた流入口
とによって １又は２に



。
【請求項４】
　前

構成し
たことを特徴とする請求項３記載の衛生洗浄装置のノズル装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、人体の局部を洗浄する衛生洗浄装置に係り、その目的とするところは、前記人
体の局部に向けて適温の洗浄水を噴射する簡素な構成のノズル装置と、このノズル装置と
洗浄水を適温に貯湯する貯湯タンクとを接続する配管系統の改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、局部洗浄機能を備えた衛生洗浄装置は、温水化した洗浄水をノズル装置により
局部に向けて噴射する構造が一般的に用いられており、その一例を図１７，１８に示す。
図１７，１８において、便器本体１０１にケーシング１０２が固定され、このケーシング
１０２には図示しない便座，便蓋が開閉自在に取付けられている。そして、衛生洗浄装置
１００の前記ケーシング１０２の内部には、水道水を適温に加熱して貯湯するタンク１０
３、洗浄後の局部を乾燥させる温風ファンを備えた温風機１０４や洗浄水，温風を適温に
制御する制御装置１０５等が具備されており、前記各機能部の操作は、ケーシング１０２
の上面側部に設けた操作部１０６によって行う。
【０００３】
又、図１７に示すノズル装置１０７は、洗浄ノズル１０８とこの洗浄ノズル１０８の先端
に突設したノズルヘッド１１３により概略構成されている。そして、前記ノズル装置１０
７の洗浄ノズル１０８には、ケーシング１０２内に収容したバルブユニット１１０，貯湯
タンク１０３，流量調節弁１１１を経て耐熱性に優れた樹脂、ゴムからなる可撓性の洗浄
水供給管Ａ，Ｂを接続する。そして、前記ノズル装置１０７は洗浄水供給管Ａ，Ｂと連接
された洗浄ノズル１０８をスライダ１０９上に乗載し、この洗浄ノズル１０８を駆動モー
タ１１２にベルト等を用いて機械的に駆動連結させて進退可能に作動させ、又、洗浄ノズ
ル１０８を駆動する前記駆動モータ１１２をはじめ、前記洗浄水の供給を行うバルブユニ
ット１１０及び流量調節弁１１１の動作は、すべて制御装置１０５からの指令信号にて駆
動制御されるように構成されている。
【０００４】
そして、前記ノズル装置１０７の洗浄ノズル１０８は駆動モータ１１２によって所定の洗
浄位置まで進出し、洗浄水を洗浄ノズル１０８先端のノズルヘッド１１３から噴出させて
局部を洗浄するように構成されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
然るに、前記構成の衛生洗浄装置１００においては、次に示すような問題があった。
（１）、洗浄水を適温に加熱して貯湯するタンク１０３は、一般に円筒形をなして縦長に
形成されていたので、例えば、バルブユニット１１０，流量調節弁１１１とともに、図１
８で示すように、ケーシング１０２の左側に便器本体１０１から側方に突出した状態で形
成した袖部１０２ａ内に収納されている。一方、ノズル装置１０７は、駆動モータ１１２
の駆動によりケーシング１０２の中央部から便器本体１０１内に向かって進退するように
前記ケーシング１０２のほぼ中央部に収納されているので、前記流量調節弁１１１とノズ
ル装置１０７とを接続する洗浄水供給管Ａ，Ｂの配管距離が必然的に長くなるという問題
があった。
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記一対の回転ドラムには同一線上の位置にセルフクリーニング用の流出溝を、前記流
出溝を有する回転ドラムの一方に該流出溝と近接してビデ洗浄用の流出溝を、更に、もう
一方の回転ドラムには前記ビデ洗浄用の流出溝からやや遠ざかる位置でおしり洗浄用の流
出溝を、それぞれ前記回転ドラムの周方向と直交し、かつ、洗浄ノズルの進出度合と対応
させて流通路切換手段の第１，第２の流出口及び流入口とそれぞれ連通するように



【０００６】
（２）、しかも、前記洗浄水供給管Ａ，Ｂは図１８で示すように、制御装置１０５の後背
部に制御装置１０５の配線と平行して配管されているので、洗浄ノズル１０８を駆動用モ
ータ１１２により進退させる場合、洗浄ノズル１０８の進退動作に追随して揺動すること
になる結果、前記洗浄水供給管Ａ，Ｂが揺動する都度、制御装置１０５の配線の一部が追
随して揺動するため、配線の断線事故を誘発するという問題があった。
【０００７】
（３）、又、ノズル装置１０７に洗浄水を供給する流量調節弁１１１は、これまで例えば
、モータ駆動によって回転するロータを備え、このロータの回転角度によって止水及び流
量の調整を行うものを使用していたので、衛生洗浄装置１００はノズル装置１０７と流量
調節弁１１１のそれぞれに駆動用モータを必要とすることとなり、この結果、コスト高を
招くことはもとより、流量調節弁１１１自体も制御装置１０５により駆動制御しなければ
ならないので、制御装置１０５の制御が複雑化する等、衛生洗浄装置１００を必要以上の
多くの部品により構成することになるため、機器が大型化するとともに、部品点数の増加
により製作工数が嵩み、これにより、その製造コストを高くするという問題があった。
【０００８】
本発明は、前記の種々な問題に鑑み、ノズル装置と洗浄水を貯湯するタンクとの配管構造
を簡素化するとともに、電動式の流量調節弁を廃止することにより、衛生洗浄装置全体の
構成を簡素化した改良された衛生洗浄装置のノズル装置を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、前記課題を解決するために、局部洗浄を行うノズル装置等の機能部を収納し
た衛生洗浄装置において、前記ノズル装置は、適温の洗浄水を流通させる流通路を内部に
２系統備えた洗浄ノズルを往復移動可能となし、前記洗浄ノズルと、洗浄水を洗浄ノズル
の任意の流通路に切換えて給送する流通路切換手段とを、同一の駆動源で駆動するように
構成し、しかも、前記流通路切換手段は、ガイドベースに取付けた駆動源に駆動プーリー
を介して駆動可能に結合し、前記ガイドベース上を滑動する洗浄ノズルは、ガイドベース
の前，後部に取付けた一対の従動プーリーと前記駆動プーリーとの間で巻掛けたタイミン
グベルトに駆動可能に結合し、この洗浄ノズルを前記流通路切換手段と同期させて駆動す
るように構成したことを特徴とする。
【００１０】
前記洗浄ノズルは、所定の角度下向きに傾斜させて設けたスライダを有するガイドベース
上に、前記スライダに沿って滑動可能に係合乗載するように構成したことを特徴とする。
【００１１】
又、前記流通路切換手段は、洗浄ノズルを滑動可能に乗載するスライダを上面に一定の角
度傾斜させて形成したガイドベースの後背部側方に、前記洗浄ノズルを駆動する前記駆動
源と同一線上の位置において前記洗浄ノズルと共動駆動可能に取付け、前記流通路切換手
段と洗浄ノズルとを可撓性に優れた洗浄水供給管により連通可能に接続して構成したこと
を特徴とする。
【００１２】
更に、前記流通路切換手段は、ハウジング内において、駆動モータと連動可能に連結する
回転軸に、一対の第１，第２の回転ドラムを共動回転可能に設け、前記ハウジングの各回
転ドラムの周縁と対応する位置に第１，第２の流出口を、前記第１，第２の回転ドラム間
の狭隘な通路と対応して前記ハウジングの開口部を閉鎖する閉蓋に、前記第１，第２の流
出口と反対する位置で設けた流入口を、それぞれ具備して構成したことを特徴とする。
【００１３】
前記第１，第２の回転ドラムは、洗浄ノズルのノズルヘッドをクリーニングする洗浄水が
流通する第１，２の流出溝と、前記第１の回転ドラムに前記第１の流出溝から遠ざかる位
置において、おしり洗浄時の洗浄水が流通する第３の流出溝を、前記第２の回転ドラムに
は前記第２の流出溝を基点として前記第３の流出溝よりやや第２の流出溝側に近接する位
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置にビデ洗浄時の洗浄水が流通する第４の流出溝を、それぞれ回転ドラムの周方向と直交
して形成することにより構成したことを特徴とする。
【００１４】
【作用】
本発明は、２系統の流通路を有する洗浄ノズルを往復移動可能に具備したノズル装置に、
洗浄水の流通路を切換えるための流通路切換手段が一体的に取付けられ、かつ、同一駆動
源にて前記洗浄ノズルと流通路切換手段とを同期させて駆動できるように構成したので、
洗浄水を貯湯するタンクとノズル装置の洗浄ノズルとを直接配管接続する必要はなく、貯
湯タンクとノズル装置の流通路切換手段及び流通路切換手段と洗浄ノズルとを配管接続し
、洗浄ノズルの駆動時は該洗浄ノズルと流通路切換手段を接続する配管のみが揺動するだ
けであるので、洗浄ノズルに洗浄水を供給する配管系統の簡易化がはかれるとともに、ノ
ズル装置と流通路切換手段を駆動する駆動源は１つで兼用できるため、ノズル装置を含め
た衛生洗浄装置の構造を極めて簡素化することができる。
【００１５】
又、流通路切換手段は、洗浄ノズルを進退駆動させる駆動源と同期して洗浄水の給水をノ
ズルヘッドのクリーニング，おしり、ビデの各洗浄が個別に行えるように構成されている
ので、洗浄水の効率的使用がはかれるとともに、各洗浄手段が洗浄ノズルの駆動と同期さ
せて同一駆動源で作動させることができるので、ノズル装置を簡易に構成することができ
る。
【００１６】
更に、流通路切換手段の中枢部となる洗浄水の切換部は洗浄ノズルの駆動源と連動する一
対の回転ドラムに、それぞれ回転ドラムの回動範囲に即応してクリーニング，おしり、ビ
デの各洗浄に対応できる流出溝を所定の間隔を保って形成するだけでよいので、流通路切
換手段自体も簡易に構成することができる。
【００１７】
【実施例】
以下、本発明の実施例を、図１ないし図１６により説明する。図１は衛生洗浄装置を便器
本体に据付けた状態を示す斜視図、図２は同じく平面図である。図１，２において、１は
便器本体２の上面後背部を利用して設置した衛生洗浄装置で、この衛生洗浄装置１は、上
ケーシング３ａと下ケーシング３ｂとによって内部に所要の空間を備えた状態で、前記下
ケーシング３ｂを便器本体２に固定することにより据付けられる。また、前記上ケーシン
グ３ａには、便座４及び便蓋５が図示しない枢支手段により開閉自在に取付けられている
。
【００１８】
次に、衛生洗浄装置１の内部構造について説明する。図２に示す６は前記衛生洗浄装置１
側方（図２の左側）の給水源（図示せず）と貯湯タンク７との間に配置したバルブユニッ
トで、水道圧調節用の減圧弁６ａと、水路開閉用の電磁弁６ｂと、流量調節弁（手動式）
６ｃとを具備して構成されている。水道水を局部洗浄用の洗浄水として使用可能な温度に
加熱して貯湯する貯湯タンク７は、前記バルブユニット６とは通水管７ａを介して接続さ
れている。８は前記貯湯タンク７から供給される適温の洗浄水を局部に向けて噴射するノ
ズル装置８で、前記貯湯タンク７とは給湯管７ｂを介して近接した状態で下ケーシング３
ｂに設置されている。９は洗浄後の局部を乾燥する温風ファンを備えた温風機である。
【００１９】
そして、前記衛生洗浄装置１の各機能部６～９は、図２で示すように、上ケーシング３ａ
の一方の端部（図２の左側）に前方に向けて突出形成した操作盤３ｃ上に配設したおしり
洗浄，ビデ洗浄，乾燥，停止等の各操作スイッチからなる操作手段３ｄを適宜操作するこ
とにより、前記操作に対応して図示しない制御装置から前記各機能部６～９に所要の指令
信号が出力され、これら指令信号に基づいて前記各機能部６～９をそれぞれ所定のシーケ
ンスに従って作動するように設けられている。
【００２０】
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つづいて、図３ないし図１２により前記ノズル装置８の構造について説明する。図３，４
で示すように、前記ノズル装置８は、駆動用モータ１３と、この駆動用モータ１３により
駆動するタイミングベルト１４とを備えた駆動ユニット１０と、洗浄ノズル１５を備えた
ノズルユニット１１と、前記貯湯タンク７から適温に加熱されて供給される洗浄水の流通
路を切換える流通路切換手段１２とによって、概略構成されている。
【００２１】
次に、前記ノズル装置８に具備される駆動ユニット１０の構造を図３ないし図８により説
明する。図４，５において、１６は前部側（図５の左側）に第１の従動プーリー１７を回
転自在に取付け、後部側（図５の右側）にはその上部に第２の従動プーリー１７ａを取付
け、更に、前記第２の従動プーリー１７ａの取付部下側において図５，７で示すように、
駆動用モータ１３を嵌合保持する嵌合孔１８を穿孔した直角三角形状のガイドベースであ
る。そして、前記駆動用モータ１３は図７のように、ガイドベース１６の一方から嵌合孔
１８に挿入し、駆動用モータ１３の回転子軸１３ａが突出（図７の左側）する方向から前
記嵌合孔１８に、この嵌合孔１８に形成した段差１８ａと当接する位置まで挿入した固定
座１９と止着し、前記ガイドベース１６側から挿通した締付ねじ２０を固定座１９に螺着
することにより、駆動用モータ１３をガイドベース１６に固定座１９を介して抜脱不能に
固定する。
【００２２】
前記駆動用モータ１３を固定座１９に止着する手段としては、駆動用モータ１３のケース
に突設した図示しない係止突起を固定座１９の図示しない係合孔に係着して固定するか、
あるいは、駆動用モータ１３と固定座１９とを図示しない取付ねじを用いて一体的に螺合
・固定する等して、駆動用モータ１３と固定座１９とを止着すればよく、この状態で、駆
動用モータ１３を嵌合孔１８に固定座１９を嵌合する方向から挿入し、締付ねじ２０にて
固定座１９をガイドベース１６に固定することにより、前記駆動用モータ１３をガイドベ
ース１６に取付けるものである。
【００２３】
次に図５，７に示す２１は固定座１９に形成した軸受部１９ａを貫通して前記固定座１９
から突出する駆動用モータ１３の回転子軸１３ａに止着した駆動プーリーであり、図５に
示す２２は前記駆動プーリー２１と第１の従動プーリー１７との間において、ガイドベー
ス１６に形成したテンション装置２２である。そして、前記駆動プーリー２１と、ガイド
ベース１６に設けた第１，第２の従動プーリー１７，１７ａとの間には、タイミングベル
ト１４がテンション装置２２により所定のテンションを加えられた状態で駆動可能に巻掛
けられている。
【００２４】
つづいて、図３ないし図５及び図８ないし図１２において、前記ノズル装置８に具備した
ノズルユニット１１の構造について説明する。このノズルユニット１１は大別すると、適
温に加熱した洗浄水を局部に向けて噴射する洗浄ノズル１５と、この洗浄ノズル１５をガ
イドベース１６上に滑動自在に係合保持するスライダ２３とによって構成されている。
【００２５】
最初に、洗浄ノズル１５は図１０に示すように、内部を２重構造に形成したノズル本体２
４と、このノズル本体２４内に区画された第１，第２の流通路２５，２６と、前記第１の
流通路２５と連通して洗浄水を噴出するおしり洗浄用の噴出孔２７、及び第２の流通路２
６と連通して洗浄水を噴出するビデ洗浄用の噴出孔２８とを備えて前記ノズル本体２４の
先端に止着したノズルヘッド２９と、ノズル本体２４の基端側において、前記第１，第２
の流通路２５，２６と連通する第１，第２の入湯部３０，３１を具備したエルボ３２と、
更に、このエルボ３２から図８で示すように、タイミングベルト１４側に延設されて、駆
動ユニット１０の一部を構成するタイミングベルト１４を挟着して洗浄ノズル１５を駆動
可能に連結保持するジョイント３３とによって構成されている。
【００２６】
なお、前記ノズルヘッド２９のおしり洗浄用の洗浄水の噴出孔２７は、図１１で示すよう
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に、ノズル本体２４の第１の流通路２５と直接連通して形成されている。一方、ビデ洗浄
用の洗浄水を噴出する噴出孔２８は、図１２に示すように、ノズルヘッド２９の第１の流
通路２５の外側において、壁体を穿孔してノズル本体２４の第２の流通路２６と連通可能
に設けた補助流通孔２６ａ，２６ａと連通して形成されているので、前記おしり洗浄用の
噴出孔２７とは個別に区画されて洗浄水を噴出させることができる。図１２に示す１６ａ
は、ガイドベース１６の突端にノズルヘッド２９を囲繞するようにして形成したクリーニ
ングチャンバーである。
【００２７】
つづいて、前記洗浄ノズル１５を滑動自在に支持するスライダ２３について説明する。こ
のスライダ２３は図５に示すように、ガイドベース１６上に設けられており、図８に示す
ように、エルボ３２の両端部下側に形成したコ字状の凹溝２３ａ，２３ｂ（図８では２３
ａのみ図示）を、前記スライダ２３の長さ方向と直交する幅方向に並設した一対のガイド
レール２３ｃに係合させることにより、前記洗浄ノズル１５をガイドレール２３ｃに沿っ
て進退可能に滑動できるように構成されている。
【００２８】
次に、図３ないし図６により、ノズル装置８に具備される流通路切換手段１２の構造につ
いて説明する。前記流通路切換手段１２は図３，図６で示すように、第１，第２の洗浄水
の流出口３４ａ，３４ｂを形成したハウジング３４と、このハウジング３４内に回転自在
に挿入され前記第１，第２の流出口３４ａ，３４ｂと対応してこれを開閉するように一定
の間隔を保って形成した第１，第２の回転ドラム３５ａ，３５ｂと、この回転ドラム３５
ａ，３５ｂよりやや径小となし、かつ、前記回転ドラム３５ａ，３５ｂと一体に形成され
て駆動プーリー２１のボス部２１ａに、該駆動プーリー２１と共動回転可能に挿着した回
転軸３５と、回転ドラム３５ａ，３５ｂ間の狭隘な通路３６ａと対応する位置に洗浄水の
流入口３６を備えて前記ハウジング３４の開口部をねじ等を用いて閉鎖する閉蓋３７とに
よって構成されている。
【００２９】
そして、前記流通路切換手段１２は、図３，図６で示すように、ハウジング３４側から延
出した支持腕３８と、閉蓋３７側から延出した支持腕３９とを図６，図７に示すように、
それぞれ固定座１９の平坦面に当接し、駆動用モータ１３を固定座１９を介してガイドベ
ース１６に固定する締付ねじ２０を、前記固定座１９から突出させて支持腕３８，３９に
それぞれ螺着することにより、前記固定座１９に回動不能に取付けられる。
【００３０】
又、ハウジング３４内に回転自在に挿入した第１，第２の回転ドラム３５ａ，３５ｂには
、その外周面に同一線上の位置で、回転ドラム３５ａ，３５ｂの軸方向に沿って図１６の
（ａ），（ｂ）に示すように、同一幅で、しかも、回転軸３５に到達する深さにてセルフ
クリーニング用の第１，第２の流出溝ａ，ｂが形成されており、更に、第１の回転ドラム
３５ａには図１６の（ａ）で示すように、前記第１の流出溝ａから反時計方向側に約１２
０°離れた位置でおしり洗浄用の第３の流出溝ｃが、前記第１の流出溝ａと同一幅及び同
一深さで平行に形成されており、第２の回転ドラム３５ｂには、図１６の（ｂ）で示すよ
うに、第２の流出溝ｂから反時計方向側に約４５°離れた位置でビデ洗浄用の第４の流出
溝ｄが、第２の流出溝ｂと同一の幅及び深さで平行に形成されている。
【００３１】
そして、回転ドラム３５ａ，３５ｂをハウジング３４に取付ける場合は、第１，第２の流
出溝ａ，ｂをそれぞれ図１３の（ａ），（ｂ）で示すように、ハウジング３４の第１，第
２の流出口３４ａ，３４ｂと相対応させて挿入する。この後、ハウジング３４の開口部を
閉蓋３７により閉鎖することにより、回転ドラム３５ａ，３５ｂはハウジング３４内にＯ
リング等のシール部を介して水密的に、かつ、回転自在に挿入保持される。
【００３２】
前記のようにして、流通路切換手段１２を構成したら、つづいて、図３で示すように、流
通路切換手段１２の第１，第２の流出口３４ａ，３４ｂと洗浄ノズル１５の第１，第２の
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入湯口３０，３１とを可撓性に優れた洗浄水の供給管４０，４１にて接続するとともに、
流通路切換手段１２の流入口３６は貯湯タンク７に給湯管７ｂを介して接続されている。
なお、前記供給管４０，４１は、洗浄ノズル１５の移動に追随する関係上、移動中に折損
することなく、可撓性が維持できる長さを備えている。又、給湯管７ｂは洗浄ノズル１５
と追随して移動することがないので、最短距離で接続できる長さとなっている。
【００３３】
次に、ノズル装置８の動作を図１３ないし図１５によって説明する。前記ノズル装置８は
、局部洗浄に際して図１３の（ａ），（ｂ）に示すように、流通路切換手段１２の回転ド
ラム３５ａ，３５ｂに設けた第１，第２の流出溝ａ，ｂが、ハウジング３４の第１，第２
の流出口３４ａ，３４ｂとあらかじめ連通状態を維持するように設定されている。そして
、この状態で、例えば、図２に示す操作盤３ｃ上のおしり洗浄用の操作手段３ｄを操作す
ると、バルブユニット６の電磁弁６ｂが図示しない制御装置からの指令信号により開放さ
れ、所定の水圧に減圧された例えば、水道水等の冷水が通水管７ａを介して貯湯タンク７
に給送される。
【００３４】
冷水の流入により貯湯タンク７内の適温に加熱された洗浄水は、給湯管７ｂを通って流通
路切換手段１２の流入口３６に流入し、図６に示す狭隘な流路３６ａを潜って回転ドラム
３５ａ，３５ｂの流出溝ａ，ｂ→ハウジング３４の流出口３４ａ，３４ｂ→供給管４０，
４１を通って洗浄ノズル１５の入湯部３０，３１に流入する。この後、洗浄水は図１０に
示す洗浄ノズル１５の第１，第２の流通路２５，２６を流通し、ノズルヘッド２９に形成
したおしり及びビデ洗浄用の噴出孔２７，２８から一定時間噴出する。この際、前記洗浄
ノズル１５は図４に示すように、駆動用モータ１３が停止していることにより原位置に留
まっているため、前記噴出した洗浄水は、図１１，１２に示すように、クリーニングチャ
ンバー１６ａに遮られてそのままノズルヘッド２９上に落下し、ノズルヘッド２９の表面
を前記クリーニングチャンバー１６ａの中で洗い流す。即ち、洗浄水は噴出孔２７，２８
の周縁に落下し、ノズルヘッド２９の表面を清潔に洗浄するもので、おしり洗浄時等に汚
水がノズルヘッド２９上に付着していたような場合、これを衛生的に洗浄してノズルヘッ
ド２９の表面をクリーニングチャンバー１６ａの中で清潔に保持するものである。
【００３５】
ノズルヘッド２９のクリーニングが終了すると、バルブユニット６の電磁弁６ｂは制御装
置からの指令信号によって一旦閉鎖して洗浄水の噴出を中止する。電磁弁６ｂが閉鎖する
と、駆動用モータ１３が制御装置からの指令信号に基づき通電され起動する。前記駆動用
モータ１３の起動により駆動プーリー２１が駆動し、この駆動プーリー２１と従動プーリ
ー１７，１７ａに巻掛けたタイミングベルト１４を駆動して、このタイミングベルト１４
にジョイント３３を介して駆動可能に連結した洗浄ノズル１５を、ガイドベース１６上の
スライダ２３に沿って滑動させ、ノズルヘッド２９に設けたおしり洗浄用洗浄水の噴出孔
２７をおしり洗浄の位置まで進出させる。一方、前記駆動用モータ１３の回転子軸１３ａ
に、駆動プーリー２１のボス部２１ａを介して駆動可能に連結されている流通路切換手段
１２も、前記洗浄ノズル１５が滑動すると同時に起動する。
【００３６】
即ち、駆動用モータ１３の起動により、回転子軸１３ａ及び駆動プーリー２１のボス部２
１ａを通じて流通路切換手段１２の回転ドラム３５ａ，３５ｂが、図１３の（ａ），（ｂ
）において反時計方向に回動する。そして、図１４の（ａ）で示すように、第１の回転ド
ラム３５ａのおしり洗浄用の第３の流出溝ｃが、第１の流出口３４ａと合致する（連通）
すると、駆動用モータ１３は制御装置からの指令信号にてその駆動を停止する。又、洗浄
ノズル１５もその進出を中止する。
【００３７】
このように、駆動用モータ１３の起動により洗浄ノズル１５の進出動作と、回転ドラム３
５ａの回動動作は同期して、ノズルヘッド２９の噴出孔２７をおしり洗浄位置に、回転ド
ラム３５ａの流出溝ｃは第１の流出口３４ａと合致する位置にそれぞれ移動させる。この
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際、第２の回転ドラム３５ｂに設けたビデ洗浄用の第４の流出溝ｄは、第３の流出溝ｃに
比べてセルフクリーニング用の第２の流出溝ｂに近接して形成されているため、図１４の
（ｂ）で示すように、第２の流出溝３４ｂと合致して連通することはない（即ち、洗浄水
を流出口３４ｂに流出させない）。
【００３８】
洗浄ノズル１５のおしり洗浄用の噴出孔２７が所定位置に進出して駆動用モータ１３が停
止すると、制御装置からの指令信号により電磁弁６ｂが再開放され、冷水を貯湯タンク７
に給水する。このため、貯湯タンク７内の洗浄水は、給湯管７ｂから前記ノズルヘッド２
９のクリーニング時と同様に流通路切換手段１２内に流入し、前記回転ドラム３５ａの第
３の流出溝ｃ→第１の流出口３４ａ→供給管４０→洗浄ノズル１５の第１の入湯部３０→
第１の流通路２５を通ってノズルヘッド２９の噴出孔２７から適温に加熱された洗浄水を
噴出しておしり洗浄を行う。洗浄途中で洗浄水の噴出量を調節する場合は、流量調節弁６
ｃの操作摘６ｅ（図２参照）を操作して洗浄水の噴出量を調整する。
【００３９】
おしり洗浄が終了した場合は、操作盤３ｃ上に配置されている操作手段３ｄの中の停止ス
イッチを手動操作すると、バルブユニット６の電磁弁６ｂは制御装置からの指令信号に閉
鎖し、貯湯タンク７への冷水の供給を停止する。前記電磁弁６ｂの閉鎖に伴い洗浄水のノ
ズル装置８への供給が停止され、洗浄水のおしり洗浄用の噴出孔２７からの噴出を終了す
る。
【００４０】
前記洗浄水の噴出が停止されると、制御装置からの指令信号により駆動用モータ１３がお
しり洗浄時とは逆方向に回転し、タイミングベルト１４にてノズルユニット１１の洗浄ノ
ズル１５を後退させて原位置に戻す。即ち、ガイドベース１６上に形成したスライダ２３
上を図４の右上方向に引き戻す。又、前記駆動用モータ１３の起動と同時に、駆動用モー
タ１３と駆動連結する流通路切換手段１２の回転ドラム３５ａ，３５ｂが、図１４の（ａ
），（ｂ）において、おしり洗浄時とは逆方向（時計方向）に回動し、洗浄ノズル１５が
原位置に復帰（後退）した時点で、図１３の（ａ），（ｂ）に示すように、第１，第２の
流出溝ａ，ｂを第１，第２の流出口３４ａ，３４ｂと連通（合致）させる。即ち、回転ド
ラム３５ａ，３５ｂの回動を、洗浄ノズル１５のノズルヘッド２７をセルフクリーニング
できる位置まで後退させることにより、駆動用モータ１３は制御装置の指令信号によって
停止する。
【００４１】
洗浄ノズル１５は原位置に戻ると、制御装置から電磁弁６ｂを再開放させる指令信号の出
力により、電磁弁６ｂは開放され洗浄水を再度流通路切換手段１２を通して洗浄ノズル１
５に給送し、おしり，ビデの両噴出孔２７，２８から洗浄水を噴出させてノズルヘッド２
９の洗浄を行い、ノズルヘッド２９を再度クリーニングチャンバー１６ａの中で洗い流し
て清潔に保つ。洗浄後は電磁弁６ｂは再閉鎖して次の洗浄に備える。
【００４２】
次に、ビデ洗浄を行う場合も、前記おしり洗浄を行なった場合と同様の操作を行なえばよ
いので、詳細な説明は割愛する。このビデ洗浄は最初にビデ洗浄用の操作手段３ｄを投入
し、電磁弁６ｂの開放に伴い、貯湯タンク７内の洗浄水を洗浄ノズル１５に給送してノズ
ルヘッド２９のクリーニングを行う。この後、駆動用モータ１３が制御装置からの指令信
号により駆動し、洗浄ノズル１５をタイミングベルト１４によりビデ洗浄が可能な位置ま
で進出させる。この際、流通路切換手段１２も同様に駆動され、図１５の（ａ），（ｂ）
に示すように、回転ドラム３５ａ，３５ｂを、図１３の（ａ），（ｂ）の状態において、
反時計方向に回動し、第２の回転ドラム３５ｂに形成した第４の流出溝ｄを図１５の（ｂ
）で示すように、第２の流出口３４ｂと連通させる。一方、第１の回転ドラム３５ａは同
じく図１５の（ａ）で示すように、第３の流出溝ｃを第１の流出口３４ａを通り越して前
記第１の流出口３４ａを閉塞する位置まで回動（移動）させる。
【００４３】
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前記流通路切換手段１２の駆動時は、電磁弁６ｂが再閉鎖されて洗浄水が流通路切換手段
１２内に侵入しないようになっているので、前記第１の回転ドラム３５ａの回動時、第３
の流出溝ｃが第１の流出口３４ａと瞬間的に合致したとき、洗浄水がノズル装置１５内に
流入しておしり洗浄用の噴出孔２７から噴出するということは全くない。そして、洗浄ノ
ズル１５の所定位置までの進出と、流通路切換手段１２のビデ洗浄用の流通路が開放され
ると、駆動用モータ１３は停止し、電磁弁６ｂが開放されて洗浄水を洗浄ノズル１５に給
送し、ビデ洗浄用の噴出孔２８から噴出させてビデ洗浄を行う。
【００４４】
ビデ洗浄が終了すると、おしり洗浄と同様に電磁弁６ｂが閉鎖されると同時に、駆動用モ
ータ１３が再起動して洗浄ノズル１５と、回転ドラム３５ａ，３５ｂをそれぞれ原位置に
戻す。この後、電磁弁６ｂが再開放され、洗浄水を噴出孔２７，２８から噴出させてノズ
ルヘッド２９のクリーニングを行い、常にノズルヘッド２９を衛生的に保持し、次の使用
に備える。
【００４５】
本発明のノズル装置８は、前記したように、おしり及びビデ洗浄の前に必ずノズルヘッド
２９の洗浄を行なってから、駆動用モータ１３を起動して洗浄ノズル１５と流通路切換手
段１２とを同時に駆動し、ノズルヘッド２９を局部の最適洗浄位置に進出させた後、洗浄
水を所定の流通路に給送して局部洗浄を行うように構成したので、洗浄ノズル１５と流通
路切換手段１２とを同一駆動源で駆動制御することが可能となり、局部洗浄を効果的に行
うことができる。
【００４６】
【発明の効果】
本発明は、以上説明したように、貯湯タンクとノズル装置とを接続する洗浄水の通水路の
一方を、ノズル装置の流通路切換手段の流入口に接続し、この流通路切換手段とノズル装
置のガイドベースに滑動自在に係載した洗浄ノズルとを同一駆動源で駆動するように構成
したので、洗浄ノズルを駆動して洗浄水を噴出させる場合、貯湯タンクと流通路切換手段
とを接続する通水管は、洗浄ノズルの駆動を妨げることなく配管することができるので、
通水管の配管が狭隘なケーシング内で効率的に行えることはもとより、洗浄ノズルは通水
管に妨げられることなく、洗浄水の流通路の切換が可能となり、これにより、洗浄水と流
通路切換手段とを同一駆動源で駆動することができるため、至便である。
【００４７】
又、前記洗浄ノズルと流通路切換手段は、ともにノズル装置のガイドベースの後部側に設
置した駆動源に対して、タイミングベルトと、駆動プーリーとを介して直接及び間接的に
駆動結合させることにより、両部材は同一駆動源により同期させて駆動することができる
ので、ノズル装置の駆動部を少ない部品点数によって簡素に、かつ、経済的に製作するこ
とができる。しかも、洗浄ノズルと流通路切換手段とを同期させるように構成したので、
洗浄水の無駄な噴出も回避することができる。
【００４８】
流通路切換手段は、駆動源と駆動結合する一対の回転ドラムに、共通する位置で洗浄水の
流出溝（セルフクリーニング用）と、これら流出溝よりやや離れた位置でおしり洗浄及び
ビデ洗浄用の各流出溝とをそれぞれ個別に形成し、しかも、前記一対の回転ドラムを収容
するハウジングには、回転ドラムの周面と対応して一対の流出口を設け、更に、ハウジン
グの開口部を閉鎖する閉蓋側には、ハウジング内に洗浄水を導水するための流入口を、前
記一対の回転ドラムの間の隘路と連通可能に形成することにより構成したので、洗浄水の
流通路切換が、回転ドラムを回転させることによって３方向、即ち、セルフクリーニング
，おしり洗浄，ビデ洗浄とに区別して行うことが可能となり、かつ、流通路の切換が洗浄
ノズルの進出度合と同期して行うことができるので、洗浄水の流通路切換が迅速・確実に
行えるとともに、切換個所の変更が回転ドラムを回転することによってのみ行うことがで
きることと相まって、流通路切換手段は構成の簡素化に伴い低トルクで迅速に駆動でき至
便である。
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【００４９】
このように、本発明は、洗浄ノズルの進退、洗浄水の流通路切換はそれぞれ同一駆動源に
て行うことが可能となる。従って、ノズル装置は構成の簡素化はもとより、駆動エネルギ
ーの省エネ化及びケーシング内の狭隘な場所での設置、更には、構成の簡素化により少な
い部品点数で小型に、かつ、経済的に製作することができる等幾多の優れた効果を備えて
いる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のノズル装置を備えた衛生洗浄装置を便器本体に据付けた状態を示す斜視
図である。
【図２】同じく、衛生洗浄装置を便器本体に据付けた状態を示す平面図である。
【図３】本発明のノズル装置の平面図である。
【図４】ノズル装置の側面図である。
【図５】駆動ユニットの側面図である。
【図６】流通路切換手段の要部を切り欠いて示す平面図である。
【図７】駆動用モータをガイドベースに取付けた状態を示す断面図である。
【図８】洗浄ノズルとガイドベースとの係合関係を説明するための説明図である。
【図９】洗浄ノズルの平面図である。
【図１０】洗浄ノズルの縦断面図である。
【図１１】洗浄ノズルのヘッド部分の縦断側面図である。
【図１２】同じく縦断正面図である。
【図１３】図中、（ａ），（ｂ）は洗浄ノズルのクリーニング時の流通路切換手段の動作
を説明するための動作説明図である。
【図１４】図中、（ａ），（ｂ）はおしり洗浄時の流通路切換手段の動作を説明するため
の動作説明図である。
【図１５】図中、（ａ），（ｂ）はビデ洗浄時の流通路切換手段の動作を説明するための
動作説明図である。
【図１６】（ａ）はおしり洗浄用の回転ドラムを、（ｂ）はビデ洗浄用の回転ドラムをそ
れぞれ示す縦断面図である。
【図１７】従来の衛生洗浄装置の配管系統を概略的に示す構成図である。
【図１８】従来の衛生洗浄装置を示す平面図である。
【符号の説明】
１　衛生洗浄装置
６　バルブユニット
７　貯湯タンク
８　ノズル装置
１１　ノズルユニット
１２　流通路切換手段
１３　駆動用モータ
１４　タイミングベルト
１５　洗浄ノズル
１６　ガイドベース
１７，１７ａ　従動プーリー
２１　駆動プーリー
２４　ノズル本体
２９　ノズルヘッド
３４　ハウジング
３４ａ，３４ｂ　第１，第２の流出口
３５ａ，３５ｂ　第１，第２の回転ドラム
３６　流入口
３７　閉蓋
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ａ，ｂ，ｃ，ｄ　流出溝

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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